
 

 

令和 4 年７月例会のご案内 
日時： 令和 4年 7月 1３日（水） 13：30～15：30 

場所:  しあわせの村 第 2研修室 

ご欠席の場合のみ７月１０日までに弾幹事宛ご連絡下さるようお願い致します。 

TEL/FAX:078-582-4551 E-mail: m.dan7337@gmail.com 

ご出席の際、年会費（上期分）6000 円をご持参下さいますようお願い致し

ます。 

                     ご欠席の場合はお手数ですが下記口座へお振込みください。 

                     ゆうちょ銀行 店番：438 普通預金 8 1 3 0 3 8 5 口座名：

神戸北プロバスクラブ 

 

 

 

ご  

 

  令和 4年６月 25日 
  神戸北プロバスクラブ 
     会長 山田 博補 
     Tel: 078-733-6195 
 

議事次第 

1. 大笑い３回  コロナ禍の為中止 

2. 今月の歌 ： 夏の思い出  作詞：江間章子  作曲：中田喜直  

3. 山田会長挨拶  

4. お誕生の会員：渡辺 茂様、   

5. 令和 4年度総会 

1）.令和 3年度度活動実績 

2）.令和 3年度会計報告及び監査報告 

3）.令和 3年度役員案 

４）.令和 3年度会費について 

５）.零話 3年度活動計画 

６）.会則、細則について 

７）.令和 3年 7月会員名簿 

報告・連絡事項 
１. 6 月 18 日、徳田桂子会員が逝去いたしました。発足当時からの会員で長年会計監査を担当して

下さい ました。5月に宮森会長、6月に徳田監査を失い、一層淋しくなりました。 
２. 全日本プロバスクラブ第 10回総会・ホストクラブ：八王子プロバスクラブ 11 月 24 日  
３. 8 月 10日（水）例会：卓話 テーマ：人生諸々の体験談 講師：河野隆会員 
３. 9月 14 日（水）例会：卓話予定 
４. 10 月 野外研修予定 
５. 11月 例会：卓話予定 会場未定 
６. 12 月 例会：忘年会 
７. 令和 5 年 01月 例会：ひとり 3 分スピーチ 
８. 閉会の辞：河野幹事 

 

  

 

3. 閉会の辞、副会長ご挨拶 

     

 

     

     

 

   山田副会長締めのご挨拶 

 
 

 

【
ひ
と
こ
と
】 

 
 

 

森
田 

守
彦 

 
 

 

 

船
乗
り
だ
っ
た
宮
森
会
長
を
偲
ん
で
神
戸
の
港
巡
り
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
三
宮
地
下
鉄
海
岸
線
で
新
長
田
駅
行
き
に
乗
り
、
み
な
と
元

町
駅
下
車
、
み
な
と
元
町
駅
下
車
、
南
に
向
か
っ
て
タ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を

歩
い
て
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
を
左
に
見
て
西
に
少
し
歩
い
て
中
突
堤
中

央
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
、
そ
こ
に
神
戸
米
ク
ル
ー
ズ
が
あ
り
ロ
イ
ヤ
ル
プ
リ

ン
セ
ス
と
安
宅
丸
が
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
乗
ろ
う
か
？
毎

時
一
五
分
発
の
御
座
船
安
宅
丸
に
乗
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
乗
船
料
金

は
大
人
千
四
百
円
、
シ
ル
バ
ー
千
二
百
円
、
私
は
六
十
五
才
で
す
か
ら

シ
ル
バ
ー
で
す
。
船
は
そ
こ
そ
こ
の
客
を
乗
せ
て
出
航
、
右
側
に
座
る

の
を
お
勧
め
し
ま
す
。
右
側
に
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
を
見
て
、
川
崎
重
工
、

三
菱
重
工
業
の
造
船
、
修
理
、
浮
き
ド
ッ
ク
を
見
な
が
ら
進
ん
で
行
き

ま
す
。
見
物
は
潜
水
艦
で
す
。
両
造
船
所
の
み
で
修
理
・
建
造
が
行
わ

れ
て
お
り
、
当
日
も
桟
橋
に
つ
な
が
れ
て
い
る
艦
と
船
台
の
上
に
一
つ

黒
い
船
体
が
迫
力
あ
り
ま
す
。
神
戸
港
第
一
防
波
堤
東
灯
台
を
通
る
と

右
手
に
明
石
海
峡
大
橋
が
二
〇
キ
ロ
先
に
見
え
ま
す
。
神
戸
空
港
を
見

て
東
灯
台
を
見
る
と
有
名
な
書
道
家
が
書
い
た
「
神
戸
港
」
と
書
か
れ

た
文
字
が
、
港
名
を
記
し
た
灯
台
は
日
本
で
こ
こ
だ
け
で
す
。
船
は
ぐ

る
っ
と
回
り
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
神
戸
大
橋
、
前
兆
三
一
九
メ
ー
ト

ル
の
真
紅
の
ア
ー
チ
橋
で
す
。
中
突
堤
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
に
と
戻
っ

て
来
ま
し
た
。
残
念
な
事
に
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
修
理
中
で
す
。
中
突

堤
に
戻
り
約
四
五
分
の
短
い
船
旅
で
し
た
。
結
構
楽
し
い
で
す
よ
。
皆

様
も
一
度
出
か
け
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
秋
の
遠
足
の
候
補
と
し

て
案
内
し
て
お
き
ま
す
。 

 
 

 

【
川 

柳
】 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
の
ひ
と
き
わ
香
る
花
曇 

 
 

 

夜
あ
け
前
夏
の
夜
空
に
ペ
レ
セ
ウ
ス 

 
 

 

サ
ン
グ
ラ
ス
に
マ
ス
ク
美
人
は
ど
な
た
か
な 

 
 

 

ど
こ
に
で
も
お
家
つ
く
れ
て
幸
せ
燕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桂
月
（
徳
田
桂
子
）
（
遺
作
） 

  
 

 

た
め
池
に
冬
よ
り
戻
る
子
連
れ
ガ
モ 

 
 

 

す
ず
め
来
て
木
々
の
新
芽
を
つ
つ
き
飛
ぶ 

 
 

 

わ
こ
う
ど
は
マ
ス
ク
し
た
ま
ま
ば
ら
香
る 

 
 

 

神
戸
の
花
ア
ジ
サ
イ
笑
顔
目
を
い
や
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弾 

昌
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会員の皆様へ 
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